
津

軽

信

鋲
と

学

の

文
教

/ヽ一(

恵
祖
寓
居

=

五

五
〇

三

=

ハ
ハ)
と
l)
J･･b
p::;･こ
こ
賞
痘
毒

へ
二

二

五
1

〓
ご
皿
玉

)
の
韓
代
言
で
は
肇
雷

の
爵
風

も
奉
(
[

て
J
藩

士

の
問
に
母
塩
素
な
宕

尭
モ
晃
毎
新

た
や

四
代
信
置
け
明
管

二
年

l言

C:十
才
予
･IIridg対
し
､
宅

竜

二三
等

(
一
六
六

一
)
十
六
･k
の
と
き
五
目
ハ
ヨ
汀
丁
戸
吉
山･4g
葦

､

途
中
日
光
秀
昭
小
宮
怒
l春
寒

L
J.
西
海
岸
太
閤
JA
,ロ
等
望
て

｣八
月

三
日
藩
主
と
し
て
初

聖

上
雷
滝

.J
T
rJ
亨
.
大
賓

の

藩

士
鍵
弘
前

の
田
鹿

石
渡
岩
音
で
出
異
字
)､
碑
弓
旦

グ
と

き
勝
手

に
負
号
団

空

席
壬
用
宣
伝
政

の
戒

長
手
こ
慣
yhJ
.

巾

に
は
溶
飯
毒
す
･.

弟
等
も
の
も
翳

っ
た
と
嘩
‡
･り
オー
て

'/
石
0
億
蕨
は
て

の
管
外
を
儀
ぶ
と
同
時

に
礼
節

の
背
丈

ざ
る
を
嘆
き

胡

加貝

与

七

郎

奇
利
な

り
吾
妻

の
雫

に
援
兵
ヒ
て

人
の
人
た
ち
準

し
や

り
ね
ば

と
知
音
重
患
琴
､
()
の
時

め
感
壕

を
粗
べ
て
い
Tf.,こ

こ
J
は

昂
和
銅
覆
り
で
南
軍

等
帝
尊

王
の
大
部

は
勿
論

の
こ
と

一
般
領
声
は..
直
塙
醇
朴
で
帝

石
が
､
ま
だ
31･J
の
頁
画
礼
節

は
野
葬

で
誘

っ
た

(
)
と

ナ竺
ホ
す

一
例

で
奉
ろ
う

D
電
源
は

こ

カ
等
臭

を
知
-1
ノ支
.教
委
盛

ん
に
し
領
民

の
貴

化
二
藩
士

の
貴
社

に
ね
を
衷

し
た
C
(
)判
と
同
時
に
新
田
丙

発

･
河

;

の
嫡
鯵
を
行

っ
て
殖
産
興
寛
を
計
り
､
掠
滝
上
は
法
制
･

解
剖
の
宴
席

､
吉
た
兵
制

の
奇
襲

に
努
勺
し
て
弘
前
藩

の

基
鹿
茸
屈

め
LLJ痢
頚

は
輝

い
て
い
ち
｡
緯
世

刀
人

.
侶
顛

覆
解
し
て
髭
前
索
中
興
の
竃
主
と
呼
び
､
五
代
信
看
時
代

L
J神

に
崇

め
て
祭

っ
て
い
る
か

､
現
在

の
岩
不
対
百
,Y
に

あ
る
高
磨
神
社

は
YI
G
で
あ
Krh
.



文

禄

二
毎

に
藩

相

馬
信

は
東
か御
釜
亨

歴

二

(
撞

天
満

･

越

前

教
習

LJ_
餌
富
.I.緩
打

て
い
言
∴

双

三

上
清
衣

初
審

が
･り

帝
都

･
大

旗
と
往
来

却
寄
り
､
ま
た
迂

干

しJ
P.
参
勤
季
代

.

簡

に
よ
り
激

し
い
径

栗

が
ー乃
リ

､
粍

([
て
こ
丸
-り
巧
文

化

に
接

し

て
Pj
た

の
で
建
築

｡
即

刻

中

華

軍

学
L

∵

賛歌
壷

流

言
蕗

#
'
貫

に
茸

周
章

準
竺

三
へ
藩

十
言
誌

/
く
け
希

い
っ

周
東

に
よ
る

領
環
の
教

化
は
))

;r!.空

‡

1̀号
禦

1
,
三

第

上
人

(
i

二

三

〒

1
二

二

二

)
.L=
浮
土
菜

蔓
釣

Tj
た
が
､

¥

の
葛
巻

金
光

上
人

は
顔

潮
藷

鼓

に
出
で

､
･
rm
:

ケ

窮

に
蔓

り
､
(
]
ゝ
て
殻
化

に

つ
と
机
､
k,Id:

仁
恵

に
下

､ノ
て
賀

津

山

附
L,tJ
苧

人
誓

.八積

し

､
(
,
･▲
の
教

化
を
!1rt,;
っ
L.L･,
承
崎

に
庵

へ
摂

界
標

の
覇
脅

し
を
籍

rJ
､
宗
積

に
･

諸
岡

巧
至

れ
な

に

席

を
倖

(.こ
て
棄

し
た

C
再

に
雷

撲

五
年
(

二

二

′
二

三

胃

二
十

五
日
六

十

三
寸

で
有

畜
｡

(
〓
巳
誓
増
は
兆
中
野

に

寄

至
凸
光
春

で
苗

石

ノ
二
九
空

県
喫

蕃
山

の
食

草

道
場

で

あ

っ

て

･
金
光

上
人

の
淫
｣雲
Ti:td.:
.工
㍉
言
L

L1.'71
1>l
化
け

大
な

石
も

の
か
あ

っ
た

か
記

婦

.tlJ毒
し

′∑

洋
.i･fJ
-

符

.qif
い

の
水
蓮
憾

で
｣の
葛

二
慶
長

空

耳
･=-紐.ロゴ
に
賞
薄

い.)1棒
援

竃
哲

摩

L
､
俵

田
十

≡
竃

軒
鼓

し
て
い
ち
E
3
･
雪

等
ヰ
領

内
名

把
に
布

石
車

陳

を
髭
覇

に
素

平
だ
･T3
.掌

!i/･/.モ
宝
前

に

(I.:)

宋

り
､
環
牢

百
村
新
奇

町

に
あ

石
-

貞
監
守

日
毎
草
炭
禎

法
電

上
人

は
､

二
代
信
強

の
童
名

･策漕
!!''

iF
,l窮

lノナ

:J
名
相
昌

:
'

冨
漣

t
二
軍

竺
竺

iJ
祈
り
'
大
光
寺

･L5
時

..:)

と
幸
崇
拝

明
哲
苗

と
し
て
汚
控

し
て
い

葛
｡
ま
た

二
花

童
葦
';
rT毒
気

f!
霊

i,声量
掌

･空
軍

と
香

っ
て

い

る
〝
席

子
持

㌔
肇

二
＼し:_[
望

票

､
哲

.-
､
望

鞘
亘

1
皆

々
囲
中
風
毛

.}
f
･･㌦

久
幸
覇

｣
膏
恵
虎

で
10
石

と

い
･つ
″
上
人
は
奏
昌
寺

も
曙

屈
し
て
萱

草

t..,,.巧
宛
基

に

ト･.ILL:
毎

)C

本
行
寺

の
雨
量

巳
席

上
人

は
雪

景
拳
ギ
蛍
琴

亨

S
･嘩

麿

三

の
っ
を
が

､
嘗

蓮

に

密

封

､
憧

撃

に
し
て
兵
学

＼
武
芸

再
審

人

で
奉

っ

た
の
で
'

腰
痛

は
学

の
零
石
暫

し
､
招

い
て
･l誓

三
伯
遼

空

軍

工
の
帰

と

･J

て
い
亮

｡

慶
長
五
年
J
讐

票

小海

ケ
顔
の
厳

に
出
博

の
毎
年
草

､
瑠
寿
露

に
も

'}
て
尾
崎
東
嶺

･
岸
府

三
郎
右

草

月

･
夕

甲

富
者

三
人

望
望
巨

が

乳
を
超
す

cV
日
億
上
人

が

館
芸

=

<
至

は
程
割

苧

し守

僧

侶
奇
麗

は

ぞ
れ

そ
れ
相
方

望

人
名

と
轟

き
宙
債

を
籍

ノ三

二
Tj
,
り鷺分
立
化

の
中

疋
レ
去

り

､
同
時

に
檀

家
華-1

確

孟

宗

禦

か
れ
た
撃

主

に
述

,(
た
炭
碩
上
人

や
日
健
上

人

は
.女
等

,
兵

学

ヒ
溝

し
く

､
草

生

竺
挙

上
の
婚

と
な
-
､

禿

､.1･･V
章

龍

に
毎

Ct･
て
ぼ
億

鞭
上

空

fT)I,Lttf,わ
や
号

向

飴

に

～



乞
町
人
.

百
態
に

も
繋
留
を
与
手

た
も

り
ヒ
緩

催

す

巧

に
.

難
く
な

い
･

鎌

倉
藤

代
よ
り
萱

町
時

代

に
雪

盲

僧

服

望

マ
_
Ji
.
っ

て
牽
膏
は
民
主

化

ざ
れ

た
′一

握

っ
て
奇

手
屋

の
起

讃

モ
賢

町
時

代

に
あ

否

と

い
わ
れ

て

い
:NTP
ク

『
日
東
奉

苛
軍
営
対
も

(
転
塾
寺

子
摩
黍

寓

姦

県

)

L
!
よ
不
快
男

も
盲

い
寺

号
犀
再

認

窪

ま
･於
い
て
天

草
等
庖

修
韓

弘
田
養
徳

に
よ

っ
て
轟

か
れ
､
(
)
の
諏

葱
鍔

は
貴
女

元
蟹

と
記

さ
射
て

い
る
O
こ
れ
は
港
寮

坪
閏延
の
佳

胃
香

教

化

し

だ

!
例
と
思

わ

れ

ろ

｡
慶

長
十

七
箆

L
J到

達

さ
れ

た

大

行
暁

(
正
喋

元
年
修

好

の
祭

司

と
な

る

)
､

･
文

鳥
讐

二

軍
国
嘉

の
貴
活
浸
､
蔓

を

≡

耳
.t..1
再

興

し

た
盲

千
二
で
売
沙

門
宮

等

多

く

の
帰
寮

か
預
目

量
蟻

_ニ
要

せ
.1し
て
･J.,苧

っ
さ
に
津
軽
家

に
幕
府
し1

土

筆

TJ
､.(,T
,i;二
隼

人

.!IiJ
一霊

.[];響

も
無
視

出
来
JLL,,
い,
で

苛
サリ
う

っ

二
代
信

強
病
根

(

二

八
｡
七
･-二

･･L･･Jl
三

二

.慧

.禦
L
f
Jr
.

軸

･i
(

ノ八

保

≡

軽

正

鵠
憲

上空

二
部

贋

等
挺

∵
訂
縦

縁

ih･:･!':･:
ー
･,同

三
代
信
撃

時
代

(

一

柳

吊
豊

前
尊

鈍
感

T
t

F
.J

円
適

正

兼
軍
港
兵
衛

虐

乍
['問
言
古
衛
門

忠
が
.i,･!:ハ十

七
ト
三
頂

二八
尭

二
んq･転

籍

斉
し

;･=
二
二

号

頂

点亀
女
王

年
昭
〝拳

h:∵
枇
!:･]
ト
十
iTTiJ.

持
.

三
ん耳
山軒
昏
り

)

凋
･LT/i
,I:･.j
埴

璃

受

I

諾

女
六

,.pJ
レ･t:
H
Lt.15

田

丸

し辛
厳

守
川一

六
三
i･
･
二

･六
三

五

)

脅
γ
F,<･.十

〓

中
T

lt
J
月

苛

t
ijF
｣賢
二
化

生
T

†

月

一

E
Z
J

養

成

竃
.五

九
年
十

二
E
層

qt･,
十
I
t
音
｢
.叩

′紹

鴎

駄

計

戟

堕

純
用
謂

u
病

死

鮎

組

二
鶴

凋

葡

3

栗
原
奉
書

花
山
配
免
官

罪

軸

聖
鞘
和

昭
撃

:I.,;,

慶
長

十
匹
育

な

封

に

､

三
十

七
･.I

食
言
時
庭
に
層

賀

衷

†
-二
至

ハ
tTL
東
面

二.l') 讐

代
.信
政
露
凧

(

二

八

1.･=m
t撞

.叩
,,JI

ズ
毒

し山
東
石
衛

門

桑

と
兵
衛

三

竹
或

｣心
象
門

･B
.iJl
山

王
米

屋

:::左

門

ノ

五
｣ハ
-

一
′

二
c

)

餅

,FrJS
正
碑

飢

悶

調

空
補

記

領
の
草

月

市
域

電
文

三
.軍

に

声

泉
充

石
岡

方

同

6..7兆
⊥
;Jl
田

丸
や

八

日

讃

全

車

先

賢

袈

層

､

弘
jTtJ1｡
春

雷
｣
･<

大

,i.二.I勧
相
帯

軽

竜

]

鬼

1
t
T

.Itj
t･,J
E
iT托
､譲
患
林
と
孜
畦

虐

芸

賀

(
章
軍

頑

鳩
TR,帥
朗
雛

音
素
草
津
転
読
別
人
の
氏
名

で

萄
7

㌧
二
軍
茂

加
賀
専
鹿
茸

′
ば
葵
茸

'汚
､爪
雪

で
お

っ
だ

が

､
仝
計

上

の
不
始
末

の
た

め

元
勧
学

等
l･1
oz:
に
満
席

を
命

ぜ
､り
弟

､
¥

の
7
滴

労
は
尭



死
､
溝

助

の
二
男
素

意

が
津
庭

に
漉
さ
れ
､
十

月
弘
前
看
､

晴

ヒ
十
七
才

で
商

っ
た

C
市
内
各
章
に
､
ii7)を

三
世
寺
対

に
居
住
L
J
農
務

に
在
市
町
の
醸
管
毛
円
十
兵
衛
宅

ti
桂

預
､
吐
蛍

八
寒
に
は
憶

防
人

は
義
士

il威

し
､
十

五
オ

の

男
子
と
十

三
寸

の
塵

が
素
り
､
信
取

に
も
御
目
晃
し
､
扶

持
米
守

も
賜

っ
て

い
た
C
兼
山
瞭
忠
昏
]_1
左
大
臣
縫

L
位

藤

原
発
禁

の
二
男
で
布
石
水
､
宮
中

の
野
間
亨
西

に
薄
直

し
て
漕
恵

に
流

言
射
た
二

三
子
ヒ
頂
礼
､
黒
石

･
高
屋
対

･
弘
前

に
住
ん
で
い
在

｡
値
々
F｡
軍
は
貢
慶
安

の
家
置
､

莱
津
勘
十
部
は
慶

喜
車
中
江
戸

升
席
容

竺

方

の
盲
頻
大

島
壇
平

一
味
で
あ

っ
を

が
腰
高
十
七
毎

に
大
島

解
析
琴
の

刑

に
粧
せ
-り
刈
､
半
溝
は
流
刑

さ
れ
た

の
で
あ

fq
｡
大
ス

保
主
唱

正
は
大
久
保
相
華
中
思
菌
の
四
雫
で
め
り
t
忠
菌

馨
居

の
た

切
で
あ

っ
た

Q
尚

三
芳
重

罪
亮

は
南
部
信
濃
卑

利
直

に
預
け
わ
れ

て
')
否

｡

貴
永
≡
年
寄
塀
際

将
天
海
僧
上

L
'.相
談

の
上

J
津
軽
寅

吉

五
山

の
制
を
布

い
た

｡
最
帝
院

･
吉
沢
守

･
雪
上
寺

･

碍
雪
専

･
そ
漬
寺
は
津
電
勇
吉

五
山

で
あ
空

車

頂
は
幕

府

の
許
可
を
博
せ

し
て
紫
兼
を
着
用

し
て
畢
せ
-り
射
た
所

領
紫
蘇
事
件
h1
豪
産

し
て
の
涜
刊
で
布

石
｡
細
川
豊
前

t

栄
;F
罵
守

の
家
老

で
あ
石
か

､
国
書

の
改
属

の
軍

に
よ
り

津
泰

に
流

さ
れ
定

C
最
初
城
内
に
徒

歩
､
膏
永

十
八
年

に

は
湯

口
対

だ
移
リ

ー
正
備
三
年
よ
り
誕
前

に
健

居
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亨

坪
上
寿
遠

雷
后

桐
寸

盲
管

雇

人
は
祭
り

守
り
O
鮭

く

杷
盲
人

射
て
見

ろ
ベ

L

｡
予

が
尭
麺

責
嬉

公
は
､
国
を
親

藩

し

嶺

童

､
剰

葉

の
初
頭
業
慮

ず

る
に
蘇

り
あ

り

TJ
禁

jL
茸

､
勤

は

籾

て
1丁
磨

貢
!J
E

て
tつ
硫
き
ん
1
始
終

亨
置

さ
.T
J
か
ぼ

其
i=
盲
な
さ

ぬ
恵

也
｡
況
ん

t,/
天
下
国
家

の
事

に
･j/SIT

て
看

守
｡
先
祖

の
卓

今
季
な
さ
水
雷
定
石
上

官
嶺

ひ

詞
ふ

べ
き
学

は
舞

南
革

具
Tll
な

く
て
在

ら

ぬ
耗

J
江

.戸

･
上
方
よ
=
ノ多

く
も
の
喜
美

め
走
る

な

り
｡
地
も

す

霜
し
く
杷
硝

石
事
な

せ
オー
と
額

伸
し
と
也

C

と
奉

り

､
人
璃
移

入

の
垂
恵

至

芥
し
て
')

苛
O
『
億
硬

八.A

御
意
両
市
農

』
に
は

一
御

璽
社
御
代

(
虐

政
療
代

)
よ

り
禰
家

坪

風

俗
相

跨

り
'
行
腐

･
碑
藷

モ
葡

ひ
､
人

_
qI)皐

も
蘇
ら

定
に

附
贋
痔

に
戒

卑
属
と
電

･<
年

債

へ
き
Q

此
外

r
亨

一

席

の
菅

に
て
も
夫

々
芸
希
書

は
'
審

召
出

-
飾
家
中

の
罵

L1
複
巻
祐

下
候
席

､
誠

火
簸
右

足
召
､
前
代
尭

歯
車
和
事
也
｡
話
流
等
勿

射
手

.).鼻
放
か
え
恵

･
車

間
春

･
礎
畳

モ

モ

の
､
貰
兎

々
頚
人

と

い
ふ
亨

な

く

顕
官
置
､
諌
尊

な
れ
は
亀

呈

芸

不
申

･
帝

兄
貴

･

秦
と
鳴
き
亨

知
り
た

ち
春

吉

て
観

官
置
候
｡
軌

へ
商

工
､ワニ

手
近
額
召
乾
､
勧

G
]il
額
貫
層
､
具
足
肺

一

重

･
弓
帰

･
年

岬
･

燕
屋

･
紫
鹿
藻

･
P
栄

治

･
膚

痔

･･
粛

9
1,輝

･
作
塗

り

･
金
具
畑

;
薄

物
帰

･
紙
す

き
東

外
乱

尺
の
小
箱

工
人
追

､
或

は
を

の
繋

'

石

上
章
共
襟
召
置
､
今
下

々
L)_
喜
JuJ
事
欠
傭
専

毛
預
東

･V
廟
｡
帯
締

丁
字
て
衛
等

地

｡
殊
更
､
苗

床
卓
涛
止

僑
儀

_
,
徹
せ

優

に
よ

り
て
火
･帯
或

nJ
盗
成
算

外
漕

恋

い
た

つ
､り
毒
な
く

､
何
九
も
平
生
凄
唐

仕

ち
な

り
.

細
領

骨
幹

三
か
ら

山

に
は
怒
相
黄

外
藷
水
を
御
虐
破

壊

､
四
着

は
､り
土

山
大
東
と
轟

リ
､

下
々
巧
助
と
な

石
｡
利

へ
魚
鳥

篭
御

国

け妄

妄

動

八

､
雌
回

よ

り
御

取
寄
せ
遷

さ
れ
､
案
密

を
七
yJ
せ
わ
れ
~

草
･K
も
蜘

軒

｡
祭
共
､
土

雅

tl
士

か
た

き
や

て
不
生
席
東

本
寿

専
Ii]
tl･

う
な

さ
台
農

舟

は

､
其

療

生

し
着

･rl
由

也

｡

卑
JEJ
山
々

iL帯
封
･(
参

の
種

も
多

く
生

し
席

〃
田
畑

の
新

田
寺

も
此
御
.爪

に
革
命
出
末

い
モ

し
､
井
領
中

- ほ -



竹

月

に

寿

命
偉
人
を
礎
僻
村
J
､
肯

箆
を
ち

か

に
昏
藩

社
債
尊

､
髄

に
替
寿
勧
治
せ

也

q

と
あ

っ
て
そ

の
治
世
を
恕
敬
し
て
い
繁

r
J
S

I舌
韓
語
に

初
-り
す
し
て
寄
集

で
商

っ
て

､
鬼
蔚
藩

1
1お

い
て
重
夫
菅

頂
は
化
す
商
頗
神
社

の
神
静

に
額
告
し
･

子
の
祭
司
嶺

は

ニ
0

0

万
着
帯
解
の
･人
物
で
あ

っ
て

､
L
か
モ
毎

席
で

泰

雪

1
と
か
,㌘
し
雅
号

さ
れ
る
.

戦
観
藤
代

の
混
乱
よ
り
､
鮭
曽
氏
全
回
官
軍
走

･J
･
大

防
庫

に
よ

っ
て
酵

項
氏
水
名
費

と
も
ヒ
全

回
を
治
定

し
て

幕
府

の
基
礎

も
軍

く
固
く
｣,L芸
と
と
も
誓

社
会

Li
嶺
斉

5EL
生
凍

し
､
戦
乱

に
魔

人
だ
人
月
の
平
年
を
壊
す

石
塀
何

と
に
よ
っ
て
､
誉

同
車
敏
逝
き
刈
る
よ
う
に
な
り
､
言
た

兼
好

の
女

滝
政
賓

に
よ

っ
て
b
r巷

が
顔
興
し
て
､
所
寓

元

席
女
化
が
蛍
生
し
た
｡
各
藩

の
政
審
も
春
希

の
そ
れ
に
伺

萌

し
.
帝
産

興
寮

に
よ

っ
て
蜜

固
飽
と
な
り

､
名
古
層
の

錬
春
着
か
篭
藩
に
拓
殖
盲
孔
･
碓
お
女
化
の
促
蓮

に
大
き

な
笹
勃
盲
果
し
て
-;

禦

桔
政
蹄
代
に
着
け
る
各
分
野
に

わ
た
ち
人
物
の
移
入
と
登
嵐
は
弘
前
藩
清
為

の
演
象
と
は

見
ら
れ
な

い
餅
､
店
政

の
如
き
名
君

に
よ

っ
て
史
葡
さ
れ
､

･3J
の
甘
舟
を
牽

し
て
･
覇
.yr
よ
り
罪
障
縛
に
充
究

七
在
を

覇
涛
蹄
形
虚

言
札

J
拭
零
故
轟
き

へ
な

く
小貫

に
選
ん
だ

こ
と
に
斉
鏡
か
お
る
ク

繕
政
時

代
率
靖
と
水
､
ま
た
は
藩

士
と
な

っ
た
入
港
を

婦
伊

J
､ハ‥ノ
b

儒
者

赤

軍

皇

去
麗

人

泉
田
己

･
砂
山
遁
走
衛
円

筒

由

正
墓

碑

蓬

尭
州
.Tj粁
声
蒔

(i,発
表
街
門

.
虚
妄
南
門
と
孜
も

)

宮

孝

明
計
革

命
門

･
仝
野

冴
顔

.

藷

･T･i

横

山
宗

右

衛

門

嚢
岩
手

な
滞
法
王
衛
門

･
大
層
冴
左
療
門

･
<
草
ス
定
番
門

松

宅
信

幸
簡
門

別
馨
学

金
沢
革
市
街
門

･
清
*
貞
癖

へ
漬
沖
波
鯖
瀬

)

硬
晃

財
津
又
右
南
門

･
田
口
†
兵
衛

.
合

田
呼
兵
衛

比

蓋
門
樺
鹿
南
門

- I3-



匠
患

海

口
&
(興

･
中
丸
昌
益

･
潅
,EJ
巷
席

･
上
原
春
色

tt
妄

摩

･
痩

車

九

品

讐

)

･

知
Iや
言
草

･‥:..

茸
川
海
草

･
河
打
豪
宋

･
舌
部
首
壇
.

･
草

月
木
襟
帯

I:

･山
望

苧

八
部
弁
儀

_(
乱
密
)

.･
草

旧
領
康

一[

+
河
岸
萱

･
務
讃
聴
音
e
浪

江
鐘
答

案
重

商
和
犬
禍

t
背
元
落

せ

絵

師

空

音

層

〔
楳
酎

I"
)

･
今

対
外
冗

(
帝
讐

黍
哲

也
衛
門

ハ
盗
鞄

)
･
新
井
寒
竹

･
片
山
労
兵
衛

ヒ
U

q丹

日
吉
確

太
夫

｡
恵
吾

.q
右
衛

門

･
春
藤

伸
為
衛
門

両
君
十
五
衛
門

･
藤

田
作
右
衛
門

庄
吉

練
兵
兄
蕗

･
近
藤

冴
右
衛
門

･
/It

喪

章
斉
九
聖

摘
醜

)

大
鼓

瀬
野
市
部
兵
衛

･
奥
田
狂
女
南
門

笛

西
岡
n
E
]部

･
瀞
;
備

八

r

､鹿
希

の
者

二

乗

b
久
を
衝
町
･･
村

上
.七
兵
衛

･
F冨

Ii
罵
兵
衛

経
.罪

や
崇
偉
兵
衛

､
新
井
畠
兵
衛

･
熊
谷
青
臭
密

金

具
癖

.

正
阿
暮
磨
着
席
門

鋳

物
伸

釜
磨
番

茶
衛

･
潰
態
.tJ
JF!

蒔

絵

帰

山
野
井
四
郎
右
衛
門

室
帰

大
帝
山
大
都
吉
衝
門

･
金
兵
衛

養
蚕

･
戯
物

高
森
太
郎
兵
衛

･
欲
智
彦
三
価

･
雷
江
頭
部
方
新
円

()
の
′外
賓

奄
薄
物

工
三
十

芸
名
余

各
号

山
鹿

八
部
左
衛
門
.

恵

田
五
郎
左
衛
門

･
磯
息
+
放

せ
新
八

.
守
田
弄
太
東

･
瀬
野
伴
右
衛

門
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朋
温
清
古
希
門

･
恵
藤

仰
央
鉦

へ
帝
束

)

小
畑
環
八

(
小
淘
凍

)

弓
術

水
門
声
部
定
席
門

(
紘
伊
根
磨
)

･
那
惑

ハ
左
舟
門

貧
木
定
石
衛
門

馬
衛

葛
蹄
壬
藤

剣
術

山
田
仁
右
衛
門

批

℃

当
掌

兵
警

紳
輔
即
碩
印
宗

的

揺
術

高
助
平
右
衛
門

･
宮
下
典
庵

庶
術

朝
比
茶
所
左
荷
門

月
食

常
居
着
央
萄

定
額

中
川
ル
唐
丁
人

達
姫

黄
濃

度
尊
名
缶

円

.
鷹

匠

北
原
席
上ハ

天

工

抜
上
寄
席
薗
門

具
足
伸

鵬
珍
金
魚
飴

弓
仲

村
日
義
尭
衛
円

舞
席

杉
山
秀
兵
衛

刀
鍛
冶

有

居
士
ヲ

芭

克

勘
七

裾
姉

重
奏
希原

罪

咋
屋
八
鹿
女
征

･
甚
大

･
鹿
介

石
工

明
君
長

屋

萄
円

本
糖
度

直
垂

角
古
希
門
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折
者
涛
ノ

華
圧

電

輝

夫
抜

ス
三
郎

簡

戸
塘

平
清

空

三
〟
衛
門

塀

屋

官
凍
兵
苛

.
屋
兼
膏

轟

兵
衛

二
塁
九
倍
BLm

･
,r/,'左
暫
円

u
j.7
7.]･

要

皿､鹿.7_
専

年

輩

者
兵
衛雁

木
屋

窟
是

着
衝
撃

雪

二
部

へ
外
時

､一

席
者

の
桐
山
正
哲

永
字
は
､

『
解
体
新
富
』

の
牢

番
巧

L
人
で
怒
る
桐
山
正
哲
桓

軒

の
加
増
で
寄

っ
て
永
世

は
巧

代
目
で
あ

る
O
､Fg
.亨

は
元
禄
十
四
年

八
月

1
日
江
戸

上
屋

殿

に
干

い
て
樟
酸

に
親

日
晃

L
J
今

年
七
月
甘

八
旦

五
代

菅
生
信
専

巧
碍
子
､
,n
l
時

八
才

の
指
軍

(
〓
Jl
九

五
1

一

ビ
ーニ
C,
)
の
萄
竜
勧

q
HrJ
に-
指
南
夜
宮
艶

め
て
い
石

〝
測

量
誉

刀
金
諜
教
室
蘇

門

､
璃

米
華

福
の
両
人
Tj
日
永
測
量

染
上
望
竪
意
.･付
H
軍
tJ1YJ
iri
勧
て

い
吉
Q.
両
人
は
ヌ
如

二
女

に

召
JTiZi,rL工
L1,･T芋

､
い
寺

が
､
貞
幸

三
J

EB
茸

に
両
人
は
領
内

(呈

還

喜

登
昔

し
置
｡

兵
書

B
宜

雌
確

.
蚤
年

の
元
禄
元

年

に
は
下
箪
笥
士

の
薩
藩
寸

葛
も

の
が
緬

出
､
清

水
モ
こ

の
出
二
立
言

㌫
享
＼
JJ
石

｡
清
'･

(,
ぼ
雫
洋
測
量
術
療

水
流

の

埠

頭
で
寄
書
･.(
)
と
は
定
日
さ
訳
を
o
金
環
は
清
水

の
帰
で

祈

り
､
摺

匠

に
膏
せ
-り
判

,
元
禄

四
年
間
八
月
九

日
に
私

望

芸

エ
-
て
江
声

に
お

い
て
要

塞
｣

産
♂

ニハ
甑
亮
台
六
月
賠

軍
事
吉

の
越

頒
高

田
藩

の
額
東
嶺
哉

転

=
ノ
､
藩

.耳
元

長

L言
家
康

の
曽
茂

で
あ

っ
た
が
､
所
領

二

十

丁雲
ユ
T･7
.に
叩yt
岐
と
な

っ
て
審
帝

S
管

理
す

石
と
こ
ち
と

JJ=P
C
了

紅
Q全
二
重

三
月
十
九
日
嘩
掠
仔
重
積
南
高

田
領
和
布

二

二
畠

帝
濁

り
積
増
毛
命
･i
jJり
塑

-
検

碓
団

の
翁
戒

に
鯨

月

菅
季

揮

､
筆
写

二
百

Li酵
藩

は
膚

把
巧
者

と
し
て
HFD
喝

き
･7=･
'
田
中

･
食
思

･
比
苗
闇
等

が
こ
れ

ヒ
前
壊

し
て
召

兼
え

ら
別
を

ク
聖

≡
奇
問
五
月
に
硬

雌

の
兜
自
軍
号
音
脊
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に
埠
出

し
尾
.
財
津

挿
天
和

≡
缶

八
日

に
こ
百
石
と
替
り

元
嶺

八
年
の
大
凶
線
嶺
輿
に
壬
役
を
演

じ
た
好

､
合
十

二

缶

五
月
弘
前

で
病
死

し
4LJ
｡

彼
L7
月
事

に
聴

し
く
磨
奥

の

政

商

に

も
青
酸
寸
等
と
こ
ろ
大
で
育

っ
た
と

伝

之
わ
丸
て

い
撃

高

田
頻
増
終

了
摸
間

も
な
く
貞
軍

芸

よ
り
窒

-

守

に
わ
た

っ
て
領
内
大
検
姫
か
行
わ
れ
だ
伸

､
貰

pIa
樟
雅

の
波
術
陣

が
海
開
き
=ー
た
こ
と
は
勿
論

で
ー勿
石
｡
新
暦
と

挿

し
革

帯
に
')
た
る
ま

で
夜
食

の
基

と
な

り
､
湧
書
籍
巨

蘇

(
水
帳
)

が

弘

前

市

立
国
書
嶺

だ
克
也
-り
･*-
て
い
葛
｡

倍
政
晴
代
_三
藩
医
Qhl
大
量
充
足
も
符
わ
オー
､
二
半

り
の

人

々
の
中
に
は
貴
書

_〓
優
れ
た
人

も
い
ち

二
･
河
箆
皆

.

湯
浅
律
斉

は
と

も
に
知
葦

に
重

し
､
涛
江

義
隆
は
華
唱
外

の
鹿
史
<
態

｢
票

江
瀬
斉
し

の
初
代
で
あ
り

ー
希

置
今
+A

蒔
草

l二
の
芽

H
1
に
し

て
二

花
額
十
七
毎

へ
皇
･竺

Lg
車

二
二

月
十

八
日
金

三
枚
十
人
涙
港

で
召
据
そ
ら
れ

J
全
軍

K
.月

範
雪
医
と
な

り

'
仝

四
年
正
月
に
は

こ
苫

石
､
正
審

≡

山.

亡
望

嘉

右
,
亨

併
十
四
奇
九
月
鴇
寧

仝

十
主

宰

二
月

(]･主
)

病
布
し
て
い
苛
｡
油
斉
は
大
代
包
装

江
蓮
藷

で
あ

弓
･
チ

大
路

の
宴

は
三
代
藩

士
房

事

の
女
で

､
錐

曇

↑
輩

持
倖
政

の
叔
b(
に
当
る
･
弘
前
藩

に
萌

い
て
は
藩

医

讐

ナ
尊

が
硬

に
入
門
す

る

軍

令
辞
多

い
｡
和
田
雪
盲

_ユ
膚
政

の
命

に
よ

り
､
鵠
宙
丹
波
奇

よ
り

一
滋
食
丹
の
嶺
蔑
庵
樺
を
弟

と
虫

を

･

r
J
の
妙
寮

は
津
軽
家

々
伝
で
あ
り
弁
別

に
甲

り
}t
伝

(+
大
)

医
輝

の
舜
伝
拝
さ
れ
て

Jj
石
神
寮

で
あ
る
｡

野
元
適
せ
ば
元
歳
十
六
奇

『
蕃
葡
萄
連
記

』

(
意
鹿

に

泰
rL
て
･U
.東

レ
言
若

し
･
蛍
永
元
年

二
月
牛

部
条

を

領
内

希
馨

の
も
の
に

l
葡
青

銅
轟

匁
で
帝
布

毎

p
毎
卓

t!
元

奄
大
女

一
五

C,
石
で
召
凍
え
わ
刈
､
仝
十

二
年
十

月

三
日

串

頼
伸
鹿
賀
甚

三
G

･
喪
芸

飯
石
毎

夏

前
号

q
J

±

言

切
用
品

座

巧
巌
姥
が
東
夷

や

七
月
十
大
日
_rJ

敦
賀
よ
いり
辻
k
/鹿
央
在

･
中
村
左
央

征
外
界

孝
十

三
人
の

奮
讐

宗

鑑
讐

巌

J
等
碧

空

蒜

で
糸

取
を
鴨

め
た
か
･

町
方
の
鬼
瀬
人
で
嘱
ま
き

輿
下
人
ロ
に
蛋
親

し
だ
｡
三

甲
rs
lF
l石

亀
鰯

xe
･
仝
十
也
至

高

I
｡
岩
木
叫
曹
土

層
儀
近

く

蒜

犀
町

t,監
座

の
木
棺
臥
J僻
軒

か
鳴

っ
h
J
･

署
責
は
窒
古
寺
坤
す
で
に
行

わ
it
て
い
だ
が
､
条

取

･
籍

諸
士
ヱ
:･J
女
寛
髭
辛
苦

と
し
た
の
が
今

回
は
嘘

め
て

で
布
石

.

元
望

∴
三
.･j･
に
･ii
や
援
さ
さ

由

に
暇

7o

T.5'h33に
し
凝
わ

上
唇

.yif
の
宇

摩
召
す

～
物
､
雪

･
費

の
業
窒
奨

励

し
･

)

効

意

義

と
学

の
撃

芸

錆
薩
で
魂
制
r
K
,)
.
『
届
飼
雇
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法
缶

fL,.
.il
l/-,･
＼
石
貨

賃

の
モ
と

で
苦

さ
机
を

t

t<u
rl,
ふい
′

て

､
藩

質

に
鞄
丁

苛
こ

と

は
す

''(
て
野

元
蓮

､rrq
Fi
i-1C
払

(J･,

玩

っ

h
);
賢

一汀
iコ
占

菟

茶
尊

に
rJFgrす

る

の

R.]
な

ら

不
棄

軍

機
銭

.
塾
#
,
の
兵
術

に
島

で
､
風
流

官
軍

し

､
亨

L
這
買

LJ

の
昌

人

で
;･5.
二

′∴
御
幸

釘
の
束
縛
寺

･
東
雲
号

J

撃

髄
鞘

の
商

昼
守
の
,疋
t
付
碍

仇
也,uJ族

.Tr',
市

巧
い
一任
T
L;

ノ

射

て

:,三

層

何
者

所

に
蔑

･
考

等

′望
多

く
番

手

i=
が

､
緊

荒

♪
.宅

fJfgl

に
ii毒

も
の
で

､
テ

ロ
小
六

村

に
野
元

と

')
,つ
小
三

か

it=

ち
か
､
1
-
の
軍

師
は

･東

-
椅

そ
層

た
た

腸

節
i
j

J
伝
＼L
L･

RI
て

J.i
l烏

.
正
徳

Li,3
･守
十

iTI
+

一
日
南

平

苧

丁
.十

､
本
行

寺

に
tJ

/
の
垂

碑
か

-!lI-:I:

7て
錦
産

に
は
k
J
乃
緯

多

数

青
-撃

方

面

よ
り

の
蕨
人
伊
来

て
､
し
か
も
TjJ
の
中

に
末
席

TT
供
と

F
家

族

の

も
F:.
芭
LS.石
-

こ
れ

ら

の
人

･々

の
京

都

風

は
お

前

'/
B
j
h民

._

.

･I.J
.
二
･:･I-J
-
一
e

j
S

!

･
T･･J.T.･T
}_
⊥
士

風

の
包
残
り･･
水

お

ろ
と

い
車
小
耳
が
､

錬
唾

のL唇
A
l
も
t/TJ

の
原
可

の

f
ハ.
に
.戦
え
挙

げ､り
+-
な

い
居
ろ
､つ
か
.:

.

神
童

完

川
琴

将
は
敢
垂

に
葦

､
竺

稀

の
天
竜
七

郎

石
街

門

は
絹
.
･崇
等

年
番

の
従

者

で
誘

LlT
て

､

≡
南

と
守

し
､
滴
兵
衛

刀
環
指

J
歓
喜
上
手
翌

の
t抑

圧
と
し
て
重
安

元
年

殺

し
て

:1
葛
p

t
q
と

も
≡
声

t=
硬
教

で
布

石
よ
う

へ幸
ー)

rJJ,
あ
る
｡
兵
芋

肉

情

の
山
鹿

八
部

左

衛

門
電

t=
お

前

藩

の

兵
学

〃"
宥
賭

せ
な

し
･
山
鹿
滞

J人
外

の
兵
学
口
信

政

以
雫

存
在
し
古
い
｡

こ
れ

･り
オ
人

月

に

つ

い

て
11_
詳

し

く

親
電

へ享
九)

さ

れ
て

い
否

の
で

､
水

桶

で
は
筆

を

触

*T.
な

い

.

各
分
野

の
錬
落
着

の
招
噌
庚

は
鵜
簿

て
苛
=
/
こ
の
表
中

の
各
人

に

つ
い
二
J
論

ず

ろ

こ
と

は
紙

画

も
帯

と

す

ぎ
た
能

カ
モ
学
者

に
な

い
｡
こ

の
叫
譜
代

の
人

で
あ
否
評
貴
女
も

召

出
芝

刈

て

Pj
T心
事

牢

.モ
音

別

て

け
な

､り
斤

い

.
こ

の
it,

う
㌢
･＼
物

口
不
凍

で
i3
省

Jj
て
い
7
･Jd
｡

当

時
諸
凄

6
工
芸

+:
青

梅

で
あ
り

､
日
用

の
篭

品

に
モ
L=+
く
障
代

で
あ

っ
伝

｡

学
空
に
め
工
喜
入
を
謁
購
し
民
生

tS
発

寒

を
計

っ
た

｡
舜

薫

け
家
麻

的
l鯛
向
が
濃

厚

で
覇

っ
･た
.伊
､
優
秀

な

手
番
は

津
軽

に
慕
い
て
等
倍
さ
せ

ろ
,ih
U

で
な

く

､
江
･戸

･
上
方

に
も
奄
章

さ
t
j
J
よ
り
高

'/
知
沸
･

漬

術
を

凍
修

さ
せ

て

//
rc.I:

)
の
傾
向
fl_
幕

末

に
巽
㍗
､

人
知

の
者
政

に
哲

_

歴
代

の
藩
当
局

7口
達
者
≠
喜

い
で

い
る
e

弓
師
裏

芸
衛
門

の
倖
勘

太
郎
吉
家
麻

の
&
,
灯
江
戸

に
童

(㌣一T)

心:,〓
正
二

石
l刀
頂
海

里
貰
石
南

門
は
青

女

十

二
毎

に
召
疋

羊

り
刈

､
腐

手
長

B
･Ⅷ
吉
元
額

十

蟹
分

､n
十

五
毎

ま

で

江

戸

妄

郡

＼
大
聖

芸

に
感

古
着

:
≡

)
止
て
Ij
"梨

例
等
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_寸
秒
ら

し
,1
こ
と

で
な

い
:

如
米
tニ丁

僚

二
･へ
族
靖

力
塗

帰
頭
沌

E
]諌
奏
街

口
車
号

〓
年

五
月
参
勤
衛
凍

挙

り
L
､
著

名

の
蒔
金

作
毒

藩
も
種

左
衛
門

に
入
門

し
た
煉

､

璽

三
車

二
月
ユ
戸

で
客

死
し
た
｡

I

当
席
蹄
源
i<･商
百
十

二
才

で
tS
っ
A
J
煙
琴
藤

吉
舗

(/
骨

の
′

園

に
LO
C/
て
拍
雫
十

五
億

二
人
凍
持
ヒ
な

っ
妄

水

､
死

に

転

ん
で
箕

の
帰

に
対
す

石
領
は
倖
源
太
郎

煙
十
五
オ

仁
葦

し
た
際
､
家

筋
僅

古

(い
引
等

で
扉

っ
た

し

書

斎

は

tf
済
丘
､

衛

の
.遺

言

に
J

二

･/
停

滞
太
,部
皇

軍
盲
蔓

り
言
十
,

/
禁
.:㌔

が

､
襲

圃
し
な
か

っ
だ

伊
､
源
大
部

は
亮
凄

五
年
十

八
才

の
Lと
き
私
前

で
詩
語

凋

山
野
斉

田
触
右
衛
門

の
孝

子

LJ
な

り
､
仝

八
･年
f
:米

≡
冷
凍

と
な

っ
た

同
年
大

凶

の
E
胡
薄

帝

音
除

け
･T
利
､
細

工

の
達
女

は
全

く
な

く

一
家

甲
額
を

滝

の
た

t'
竃
強

付
肥

田

L
家

の
悲
惨
を
切
り
､
百
簸

て･J
排

し
て
江
戸
廃

り

L
r
T自
分
寿

に
丁
＼嬉

古
寸

Tへ.(.
LfJ
､つ
華

空

i)

だ

弟
､
元
禄
十
卑

二
月
参
勤
御
楳
聾
リ

の
兼

相
乗

ヒ

し
て

江
戸
替

り

-
青
海
方

に
入
門
し
た

｡
嘩
清

三
濁
士

､
悶
人

の
他
宵
入
り
は
厳
寒

で
あ
.フ笥
こ
と
言
知

り
､

仝
十

二
耳
十

二
月
青
海
と
博
士
邦

の
確
人

Jl
ノ･1
東
新
て
苛
学

葛
に
苧

工

蹄

､
許

可
TV-t梢
7

源
太

郎
は
青

海
方

に
旨

ま
リ

ー
購
買
丁

石
こ
と
に
･LLj,.つ
た
Q
当

局
は
青
海

の
厚

い
億
寿

tl
層
激

し
､

源
太
.甑

に
は
修
行
中
食

≡
両
耳
人
音
与
え

て
蕨
.盲
堅

剛
葛

S
聖

毒

と
し
て
倍
蟹
)_
1
＼
寧

竺

花
車
帰
弘

lCP
J1〉｡
,
)
の

滞
太
紅
は
元
禄

十
年

二
丁
≡
オ
で
青

海
方

に
入
門

し
､
三

十
才

で
席

馨
し
約

八

ヶ
年

の
エ
声

確
葉

で
吊

り
二

青
海
寺

で
源
兵
衛
と
孜

b

b

"膏

､
寧

竺
毒

見

望

是

と
常
盤

L
＼

青

連
環
尭

k
i
,J
名
私

璽

頂
兵
衛

芸

術
賃

､■

L
J
崩
か
､

元
禄
十
大

′

耳
正
日
蓮
岬
廻

田
次
郎
左
衝
門
T1
書

落
考

芋
北

Cl(手七
)

田
準

竺

花
と
同
居

-
細

工
植
葉
首
席
揖

t
旨

さ
オー
仁
〝

註
(｡
首

二
軍
参
照

(I,)前

借
TF
.

配
折
最

愛
』

竹

田
選
乎

可
青
森

県
F./CJ
B/
』

官

r
町
tJ
I

l
五

O

(早
)
H
薄

行

一
EF
対

円
専

雫
菟

Jr

LB
)弼
渇

『
青
森
県
涌)
受

払

育

一
E
]
夫

-

I
+
'
･L'

事
項
捧
膚

F
B
木
杯
剰
康
男

pThl前
蕎
』

(..き
蟹
届
腐

j
｢
津

軽
権

政
時
代

に
お

け
ち
浩
々

の
整

備
･L

(
琵
也
)

I

〔V)同
書

L
J施

件
､り
れ

て

い
ち
人
物

の
ヰ

に
は
醸

籍

が

お

り

､
藩

政
時
代

に
尭
埠

十二
九
な

い
人

物
が
掲

げ

ら

れ

て
い
ち
む

注
意
を
零
す

ロ
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∴

空
値
政
の
失
政

の
1
-つ
は
元
衷

八
年
の
凶
黄
泉
寮

で

雲

.(
洞
軌
堀

部
津

野
虐

政
』

雪

.
･L,
丁

.
(二
一二
I
)

多
辻
善
立

働

r
日
東
女
他
年

J
J3
頁
空

チ

エ

o

c
,･

£
薄
B
面

･
r
東
電
土
地
轟
も

･
P
膚
7･:･,-fi
公
望

薫

的
僧
兵

｣
等
を
参
考

と
し
て
館
智
t

I
r
･

(～
)拙
点

｢

敵前
藩

医
桐
山

正
脅

し

(

U.
1ヒ
エ竺
ノ克

J
一

客
九
七

号
)
春
原

害

仝

｢

渦
書
家
金
沢
血
患
歯
町

し
(
P
誓
･
J･
i..
冥
ら

摩

二

八
P
･仝

t
ニ
り
弓
)
に
守
6
,･華

甲
葦
藤

吉

(害
仝

｢
蝕
津

ス
為
缶
門
に
つ
い
て
L

(

q-
了
見
』

嘗

八
軒

)

(吾
小
山
内
雇

≡
報

可
衆

目
流
文
杯
11･
l侶
El

へ

P

北

m
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